
 

 
 
 
 
 

 
2013 年４月 13 日 淡路島付近の地震の評価 

 
 
○  ４月 13 日 05 時 33 分に淡路島付近の深さ約 15km でマグニチュード(M)6.3 の地震が発

生した。この地震により兵庫県で最大震度６弱を観測し、被害を伴った。その後、地震

活動は本震－余震型で推移しており、４月 14 日 09 時現在までの最大の余震は 13 日 05

時 41 分頃に発生した M3.8(速報値)の地震で、最大震度３を観測した。 

 

○  この地震の発震機構は東西方向に圧力軸を持つ逆断層型で、地殻内の地震である。今

回の地震の余震分布と本震の発震機構から推定される震源断層は南北方向に延びる西傾

斜の逆断層であった。この地震は、「平成７年（1995 年）兵庫県南部地震」の余震域の南

西端に近接する領域で発生した。 

 

○  GNSS 観測の結果によると、本震の発生に伴って、洲本観測点（兵庫県）でわずかな地

殻変動が観測されている（暫定）。 

 

○  この震源域南部に近接して六甲・淡路島断層帯の一部である先山（せんざん）断層帯

が存在している。地震調査委員会は、この先山断層帯について、全体が活動すると M6.6

程度の地震が発生する可能性があると評価していたが、今回の地震とこの断層帯との関

係については不明である。 

 

平成２５年４月１４日

地震調査研究推進本部

地 震 調 査 委 員 会



気象庁作成 

４月 13日 淡路島付近の地震 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

今回の地震 
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2013年４月 13日 05時 33分に淡路島の深さ

15km で M6.3 の地震（最大震度６弱）が発生し

た。この地震の発震機構は東西方向に圧力軸を

持つ逆断層型で、地殻内で発生した地震であ

る。 
1995年 1月以降の活動を見ると、今回の地震

の震源付近（領域ａ）では、1995 年１月 17 日
に M7.3の地震（最大震度７）の「平成７年（1995
年）兵庫県南部地震」が発生している。 

震央分布図※ 
（1980年１月１日～2013年４月 14日 07時 00分、

深さ０～30km、M≧2.0） 
4月 13日以降の地震を濃く表示 

領域ａ内のＭ－Ｔ図 

Ｂ Ａ

（1980年１月１日～2013年４月 14日 07時 00分） 

領域ａ内の断面図（Ｂ－Ｃ投影） 
領域ａ内の断面図（Ａ－Ｂ投影） 

領域ａ内の時空間分布図（Ｂ－Ｃ投影） 
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領域ａ内の時空間分布図（Ａ－Ｂ投影）

平成７年(1995年) 
兵庫県南部地震
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淡路島付近の余震の発生状況  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

今回の地震 

図中の断層（赤線）は、「新編 日本の活断層」（活断層研究会）による 
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2013 年 4 月 13 日淡路島付近の地震　－余震分布－

2013 年 4 月 13 日 5 時 33 分頃， 淡路島の深さ 15km 付近において， M6.3(Hi-net 暫定値 ) の地震が発生

した． この地震に伴う余震は， 北北西 - 南南東に走向をもつ西落ちの分布を示す．

図１． 深さ 20km 以浅で発生した地震の震央分布 (Hi-net)． 左図は， 2013 年 4 月 13 日 5 ～ 13 時の

震央分布 （暫定値）． 青丸は， 本震の震央を示す． 右図は， 2002 年 1 月～ 2013 年 3 月の震央分布．
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←図２． 図１左図の震源を， 図１の A-A’

  および B-B’ 鉛直断面に投影した図．

図 3． 図１灰色枠内の地震の MT 図． 上段は， 2013
年 4 月 13 日 5 ～ 13 時． 下段は， 2002 年 1 月～
2013 年 3 月．
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防災科学技術研究所
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関係機関のデータを使用しました． 記して感謝いたします．
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気象庁作成 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

西日本の内陸で発生した地震の震央分布 

震央分布図 西日本の内陸で発生した地震の震央分布 

（1923 年１月１日～2013 年４月 13 日 05 時 33 分、深さ 30km 以浅、M6.0 以上） 

領域ａにおけるＭＴ図 

（1923 年１月１日～2013 年４月 13 日 05 時 33 分、深さ 30km 以浅、M6.0 以上） 

領域ａ 

北丹後地震 

鳥取地震 

三河地震 

福井地震 

平成 7年(1995年) 
兵庫県南部地震 

平成 12年(2000年) 
鳥取県西部地震 

北丹後地震 鳥取地震 

三河地震 

福井地震 

平成 7年(1995年) 
兵庫県南部地震 

平成 12年(2000年) 
鳥取県西部地震 



期間: 2013/03/01～2013/04/14 JST

　 兵庫日高(960646)→洲本(950361)　東西 基準値：13966.253ｍ 　兵庫日高(960646)→淡路(950359)　東西 基準値：26956.816ｍ

1161/4136212611166 1161/4136212611166

国土地理院

地殻変動(水平)

基準期間:2013/04/05～2013/04/11[R3:速報解]

比較期間:2013/04/13～2013/04/14[Q3:迅速解]

固定局:兵庫日高(960646)
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注：電子基準点「洲本」の地殻変動には、地震の影響による電子基準点の傾斜が含まれている可能性があります。

成分変化グラフ

淡路島付近の地震(4月13日 M6.3)前後の観測データ

この地震に伴い電子基準点「洲本」において、わずかな地殻変動が見られます。
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淡路島付近の地震と活断層  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

先山断層帯 

志筑断層帯 

六甲・淡路島断層帯主部
野島断層 

図中の断層（赤線）は、「新編 日本の活断層」（活断層研究会）による 

気象庁作成



 
図 1	 淡路島中部及び北部の地質図。活断層を青線、震央を★、余震を○で示す。 
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